
師
走
の
初
日
、
被
爆
二
世
プ
ラ

ス
の
会
会
員
の
つ
ど
い
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
高
校
生
、
大
学
生

を
含
め
約
50
名
が
参
加
。
事
務

局
か
ら
の
活
動
報
告
の
後
、
「
被

爆
者
協
会
解
散
後
ど
う
い
う
活

動
を
す
る
べ
き
か
」
と
会
長
か
ら

提
起
が
あ
り
ま
し
た
。 

札
幌
南
高(

定)

の
生
徒
有
志

に
よ
る
感
動
的
な
朗
読
劇
（
「
ヒ

ロ
シ
マ
」
篇
と
「
ナ
ガ
サ
キ
」
篇
）

を
観
て
、
被
爆
者
の
体
験
と
思
い

を
受
け
止
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
形
で

発
信
し
て
い
こ
う
と
話
し
合
わ

れ
ま
し
た
。 

ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
の
受
賞
を
う

け
て
、
協
会
と
二
世
プ
ラ
ス
の
会

は
、
12
月
３
日
と
４
日
、
道
庁
1F

ロ
ビ
ー
の
交
流
広
場
で
「
ヒ
ロ
シ

マ
・
ナ
ガ
サ
キ
の
証
言
」
を
開
催

し
ま
し
た
。
正
面
に
は
、
「
お
め

で
と
う
、
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
」
と

書
か
れ
た
札
幌
南
高(

定)

の
生

徒
が
制
作
し
た
モ
ザ
イ
ク
画
が

掲
げ
ら
れ
ま
し
た
。 

そ
の
前
で
、
初
日
は
会
長
の
廣

田
さ
ん
が
挨
拶
、
被
爆
者
大
村
さ

ん
、
二
世
川
去
さ
ん
が
ひ
と
き
わ

力
の
こ
も
っ
た
お
話
を
し
ま
し

た
。 

2
日
目
は
金
子
さ
ん
、
宮
本
さ

ん
・
松
本
さ
ん
が
証
言
。
幼
い
頃

の
懐
か
し
い
生
活
が
一
変
し
、
地

獄
の
よ
う
な
街
の
様
子
と
家
族

の
死
、
生
活
の
苦
労
、
自
身
と
家

族
の
病
気
な
ど
、
再
び
被
爆
者
を

つ
く
っ
て
は
な
ら
な
い
と
訴
え

ま
し
た
。 

圧
巻
は
南
高(

定)

生
徒
の
朗
読

劇
、
最
後
は
「
私
た
ち
が
語
り
継

ぎ
ま
す
」
と
い
う
言
葉
で
終
わ
り
、

大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。 

 

協
会
は
解
散
し
て
も
被
爆
者

の
訴
え
は
続
き
ま
す
。 

新
婦
人
と
原
水
協
が
主
催
す

る
今
年
初
め
て
の
６
・
９
行
動
が

６
日
、
札
幌
駅
南
口
広
場
で
行
わ

れ
、
諸
団
体
の
代
表
者
が
リ
レ
ー

ト
ー
ク
を
行
い
ま
し
た
。 

長
崎
で
被
爆
し
た
宮
本
須
美

子
さ
ん
が
「
人
類
生
存
と
地
球
の

未
来
に
は
核
廃
絶
し
か
な
い
」
と

力
強
く
訴
え
ま
し
た
。 

 

                

 

12
月
１
日
に 

被
爆
二
世
プ
ラ
ス
の
会 

会
員
の
集
い
が 
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12
月
3
日
に
は 

「ヒ
ロ
シ
マ
・ナ
ガ
サ
キ 

の
証
言
」を
開
催 

 

核
兵
器
廃
絶
へ
決
意
こ
め
て 

『被爆者の証言 

第5集』只今編集中！ 
いまこそ語り継ぎたい、再び被

爆者をつくらないために。 

まだ原稿間に合います！会員外

の方も大歓迎です！ 

詳しくは被爆者協会事務局へ。 

 

150万円募金に 

ぜひご協力下さい！ 
『被爆者の証言第 5 集』の発刊・

看板設置など、被爆者協会最後の

事業をやり切るために、150 万円

募金にぜひご協力! 

詳しくは被爆者協会事務局へ。 


